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参　加　者 生徒、保護者（家族）、教職員 参加者数 320 名

　金剛流能楽師　宇高竜成様のグループによる能と狂言の実演をいただ
きました。

１　能と囃子方の関係について解説
　笛・小鼓・大鼓の種類や表現の違いを学びました。
２　生徒による囃子方体験
　生徒が体験し、声や音で表現する楽しさや難しさを感じるとともに、気合
いについて学びました。
３　能楽「安宅」仕舞の実演
　能楽師シテ方金剛流　宇髙竜成（うだかたつしげ）師が謡を、宇髙徳成
（うだかのりしげ）師が舞を、谷口正壽（たにぐちまさとし）師が大鼓を実演
し、観劇しました。

　参会者一同が伝統文化である能の本物の舞台芸術に触れることがで
き、感動のひとときを過ごすことができました。
　えひめ教育の日、「古典の日」にちなんだ意義深い行事であるとの高い
評価を受けました。特に今年度は、三回目の能楽を学ぶ会となり、囃子が
伴奏ではなく、舞・謡・囃子の三者が一体となって演じる能楽の面白さを学
ぶことができました。
　ご支援ご協力いただいた関係各位に甚深の謝意を申し上げます。
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